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特性を表すという前提のもと，BCCWJ に含まれる 12 種類のレジスターから 2 万文ずつを










表 1 BCCWJの各レジスターで頻出する文末表現 
（丸山 2012a:594，表 4より抜粋） 
出版書籍 図書館書籍 雑誌 新聞 白書 教科書 
のである 1.85% のである 2.11% ています 1.27% している 2.32% っている 9.91% ましょう 4.08% 
ています 1.73% なかった 1.62% している 1.00% っている 1.43% している 9.08% てみよう 2.54% 
っている 1.41% っている 1.48% っている 0.94% れている 1.04% なっている 6.28% ています 2.09% 
している 1.40% している 1.18% れている 0.90% なかった 0.92% れている 5.41% れている 2.04% 
なかった 1.34% であった 1.18% なかった 0.65% になった 0.74% となっている 5.09% っている 1.57% 
れている 1.21% ています 1.17% のである 0.65% していた 0.67% されている 2.73% している 1.50% 
 
広報紙 ベストセラー Yahoo!知恵袋 Yahoo!ブログ 法律 国会会議録 
ください  9.07% なかった 2.21% しょうか？ 5.46% ています 1.72% ならない 21.55% ございます 14.08% 





しています 3.59% であった 1.58% のでしょうか？ 2.79% りました 1.21% ができる 13.79% おります 10.98% 
てください 2.76% っていた 1.43% 思います 2.77% きました 1.15% ことができる 13.78% ております 10.84% 
あります  2.66% っている 1.23% ています 2.77% しました 1.11% ることができる 11.95% 思います 8.47% 
しました  2.49% していた 0.80% ください 2.75% 思います 0.82% 
しなければなら













⚫ 『今日の治療指針 2018年版』医学書院（以下，「治療」とする） 
⚫ 『今日の診断指針 第 7版（2015）』医学書院（以下，「診断」とする） 
 この 2 冊から本文テキストを抽出し，このうち句点で終わる行のみを対象に形態素解析
を行った1。総語数は 2,819,117 語（記号・補助記号・空白を除く）であった。さらにこの結果
 

















 3-gram  
  2-gram  
   1-gram  
（1）（略）基本対応は豆乳などの摂取回避である． 摂取 回避 で ある ． 
（2）（略）原因探索の必要性が認識されていた． れ て い た ． 























3 文末が「補助記号-句点」を抽出する際の検索式は，「キー: 品詞="補助記号-句点" ON 1 WORDS 
FROM 文末 AND 前方共起: 語彙素 LIKE "%" ON 1 WORDS FROM キー」である。 
4 文末が記号の連続である場合は，連続する記号を削除した位置から N-gram を取得した。例え
ば，文末が句点-括弧閉で終わる「私そろそろ帰るね。」のような発話の文の場合は，句点および















表 2 「医学書」の 1-gram（品詞）  表 3 「文学作品」の 1-gram（品詞） 
順 
位 
品詞 頻度 ％  品詞 頻度 ％ 
1 動詞-非自立可能 47,685 53.4%  助動詞 77,030 55.8% 
2 動詞-一般 14,498 16.2%  助詞-終助詞 20,390 14.8% 
3 助動詞 10,887 12.2%  動詞-非自立可能 16,154 11.7% 
4 形容詞-一般 5,010 5.6%  動詞-一般 5,028 3.6% 
5 名詞-普通名詞-サ変可能 2,491 2.8%  形容詞-非自立可能 3,201 2.3% 
6 その他 8,718 9.8%  その他 16,200 11.7% 
 計 89,289 100.0%  計 138,003 100.0% 
② 1-gramの高頻度語（10語） 
 表 4と表 5は，「医学書」と「文学作品」における文末表現（1-gram）の頻度順上位 10語
（書字形出現形）である。網掛けの語は，「医学書」と「文学作品」のどちらにも見られる
語である。上位 10 語のうち，4 語が「医学書」と「文学作品」の両者に共通する語である
が，構成比は大きく異なる。例えば，「医学書」で 1位の「ある」は，「文学作品」では 3位
であるが，その構成比は「医学書」では 23.4%，「文学作品」では 4.0%である。「文学作品」























表 4 「医学書」の 1-gram  表 5 「文学作品」の 1-gram 
順 
位 
語 品詞 頻度 ％  語 品詞 頻度 ％ 
1 ある 動詞-非自立可能 20,936 23.4%   た 助動詞 50,241 36.4% 
2 する 動詞-非自立可能 16,542 18.5%  だ 助動詞 8,907 6.5% 
3 いる 動詞-非自立可能 4,485 5.0%  ある 動詞-非自立可能 5,536 4.0% 
4 行う 動詞-一般 3,910 4.4%  か 助詞-終助詞 4,996 3.6% 
5 れる 助動詞 3,712 4.2%  よ 助詞-終助詞 4,631 3.4% 
6 なる 動詞-非自立可能 3,322 3.7%  いる 動詞-非自立可能 4,444 3.2% 
7 多い 形容詞-一般 2,961 3.3%  です 助動詞 3,879 2.8% 
8 られる 助動詞 2,765 3.1%  ね 助詞-終助詞 3,450 2.5% 
9 ない 助動詞 2,036 2.3%  ない 助動詞 3,420 2.5% 
10 た 助動詞 1,795 2.0%  ます 助動詞 2,890 2.1% 
 その他  26,825 30.0%  その他 45,609 33.0% 
  計  89,289 100.0%  計 138,003 100.0% 
 
③ 文末の助動詞上位 6語 
 表 6と表 7では文末 1-gramの助動詞のみを示した。「医学書」において，助動詞の割合は





（1）慢性期では人格変化，学業成績や IQ 低下がみられる。（診断） 
（2）本治療は，就寝時の歯ぎしりを抑制する作用があるとされる．（治療） 
 
 一方，「文学作品」では，「た」が最も多く，助動詞内の割合では 2位以下と 50ポイント
以上の差があった。小説ではすでに起こった出来事を叙述することが多いからであろう。 
 
5 「文学作品」の 2 位の「だ（助動詞）」の前接語を見ると，「の（のだ）」「ん（んだ）」のように



















1 れる 3,712 34.1% 4.2%  た 50,241 65.2% 36.4% 
2 られる 2,765 25.4% 3.1%  だ 8,907 11.6% 6.5% 
3 ない 2,036 18.7% 2.3%  です 3,879 5.0% 2.8% 
4 た 1,795 16.5% 2.0%  ない 3,420 4.4% 2.5% 
5 せる 305 2.8% 0.3%  ます 2,890 3.8% 2.1% 
6 たい 222 2.0% 0.2%  だろう 1,335 1.7% 1.0% 
 その他 52 0.5% 0.1%  その他 6,358 8.3% 4.6% 






① 文末に「ある」を取る 2-gramの表現 
 まず，表 4 で示した「医学書」の 1-gram で最も頻度の高い「ある」について述べる。表
8 と表 9は 1-gramが「ある」の文について，2-gramの表現をまとめたものである。 
 「医学書」では，1 位が「である」で 62.4%と半数以上を占め，2 位の「がある」を合わ
せると「ある」の約 9 割を占める。また，「である」は文末全体の 14.6%を占め，「医学書」
の文末において頻出する表現であることがわかる。「文学作品」でも 1 位の「である」と 2
位の「がある」を合わせると 87.4%で 9 割に近く，「医学書」と同様の傾向を示している。
しかし，文末全体では，両者を合わせても 3.5%に過ぎない。 
 
表 8 「医学書」における 
文末が「ある」の 2-gram 
 














1 である 13,070 62.4%  14.6%   である 4,217 76.2% 3.1% 
2 がある 5,731 27.4%  6.4%   がある 619 11.2% 0.4% 
3 もある 1,839 8.8%  2.1%   もある 290 5.2% 0.2% 
4 にある 136 0.6%  0.2%   てある 129 2.3% 0.1% 
5 つつある 102 0.5%  0.1%   その他 281 5.1% 0.2%  
その他 58 0.3%  0.1%   計 5,536 100.0% 4.0% 





② 文末に「である」を取る 3-gramの表現 

























 3-gram 頻度 
「である」に
占める割合 
1 必要である 1,567  12.0%  のである 1,369 32.5% 
2 重要である 1,385  10.6%  ことである 184 4.4% 
3 有用である 817  6.3%  からである 182 4.3% 
4 可能である 575  4.4%  ようである 166 3.9% 
5 べきである 520  4.0%  ものである 148 3.5% 
6 疾患である 310  2.4%  はずである 69 1.6% 
7 的である 304  2.3%  だけである 68 1.6% 
8 有効である 255  2.0%  そうである 45 1.1% 
9 必須である 237  1.8%  その他 1,980 47.0% 
10 ことである 219  1.7%  計 4,211 100.0% 
  その他 6,881 52.6%     
  計 13,070  100.0%     
 









 次に，表 4で示した「医学書」の 1-gramで頻度順 2位の「する」について述べる。表 12
と表 13は 1-gramが「する」の文について，「する」の前接語の品詞をまとめたものである。
「医学書」では「する」は文末全体の 18.5%を占めるが（表 4参照），「文学作品」では文末
全体の 0.7%（頻度 899）であり，「医学書」とは約 18ポイントの差があった。 









合は 28.5%，文末全体に占める割合は 0.04%で 0.1%に満たず，「名詞-普通名詞-サ変＋する」
よりも少なかった。 
 
表 12 「医学書」における 
文末「する」の前接語の品詞 
 




















2 助詞-格助詞 5.9% 1.1%  助詞-格助詞 36.3% 0.2% 
3 名詞-普通名詞-一般 1.6% 0.3%  その他 20.2% 0.13% 
 その他 2.0% 0.4%  計 100.0% 0.7% 
 計 100.0% 18.5%      
 
















表 14-1「名詞-普通名詞-サ変可能」の語種  
表 14-2「名詞-普通名詞-サ変可能」の
高頻度語（10 語） 
語種 異なり（％） 延べ（％）  順位 語 頻度 ％ 
漢語 626 96.8% 14,757 98.6%  1 考慮 890 5.9% 
漢語以外 21 3.2% 211 1.4%  2 確認 740 4.9% 
計 647 100.0% 14,968 100.0%  3 併用 637 4.3% 
      4 診断 558 3.7% 
      5 注意 535 3.6% 
      6 説明 485 3.2% 
      7 投与 469 3.1% 
      8 指導 398 2.7% 
      9 検討 353 2.4% 
      10 評価 272 1.8% 
 
４．５ 文末に「いる」を取る表現の特徴 
 ここでは，表 4 で示した「医学書」の 1-gram で頻度順 3 位の「いる」について述べる。





表 15 「医学書」における 
文末が「いる」の 2-gram 
 














1 ている 4,416 98.5% 4.9%  ている 3,996 89.9% 2.9% 
2 でいる 50 1.1% 0.1%  でいる 237 5.3% 0.2% 
 その他 19 0.4% 0.0%  その他 211 4.7% 0.2% 
 計 4,485 100.0% 5.0%  計 4,444 100.0% 3.2% 
  

















（8）足白癬が 5人に 1人，爪白癬が 10人に 1人の割合であるとされている.（治療） 
 （9）飛沫感染の可能性も否定できないが空気感染はしないと考えられている。（診断） 
  
 表 17 「医学書」における 
文末が「ている」の 3-gram 
 




3-gram  頻度 
「ている」に
占める割合 
 3-gram 頻度 
「ている」に
占める割合 
1 れている 2,291 51.9%  している 606 15.2% 
2 している 787 17.8%  れている 348 8.7% 
3 られている 504 11.4%  なっている 184 4.6% 
4 なっている 294 6.7%  られている 82 2.1% 
5 きている 79 1.8%  見ている 55 1.4% 
 その他 461 10.4%  その他 2,721 68.1% 
 計 4,416 100.0%  計 3,996 100.0% 
 
表 19 「医学書」における「受身形＋ている」の 4-gram（上位 5表現） 
順位 4-gram  頻度 
1 されている 1,688 
2 考えられている 213 
3 知られている 135 
4 行われている 112 
5 示されている 108 
 
 また，「その他」の割合が「医学書」「文学作品」では，それぞれ 10.4%，68.1%で，「文学












































（3.2%，表 5 参照）よりも低い。「います」のうち，「ています」が占める割合は 93.2%（頻度 453）
である。また，文末が「ています」の 4-gram では「しています」が 17.7%（頻度 77）で割合が
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